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瀬戸市水田農業ビジョン 

 

（１）対策の基本的な考え方 

①地域農業の特性 

 瀬戸市は名古屋市の北東部に位置し、恵まれた自然の中で名古屋都

市圏に近い都市近郊農業であり、水稲を基幹として野菜、畜産を主な

作目としている。本市における水田の状況は平坦地では、ほ場整備が

完了しているが、丘陵地及び山間地に分布している水田については、

面積も狭く、かつ散在しているため、整備が困難となっている。 

②作物振興、水田利用の将来方向 

 本市の農業生産は、水稲を基幹として野菜、畜産を主な作目として

いるが、近年都市化の進展により、耕作面積と農業従事者の減少が進

んでおり、更には高齢化により農業をとり巻く環境が大きく変化して

きている。この様な状況の中で、地域の自然的条件を十分に考慮し都

市近郊農業の利点を活かしつつ、活力ある農業を展開するため次のこ

とに取り組む。 

１）米の需給安定対策として、水田に水稲以外の作物を作付けする

ことを奨励し、水田農業構造改革対策を進める。 

２）都市近郊農業の特性を活かした産地直売制度の拡充を図る。 

３）耕作放棄地を未然に防ぐため、農地の管理を適切に行い、地域

の活性化や農地の保全を図ることができる景観形成作物の栽培

を図る。 

４）認定農業者に対し土地利用集積（作業委託を含む。）を推進す

る。 

５）地産地消作物の推進を図る。 

６）安全・安心ニーズに応える環境保全型農業の普及、定着を図る。 

③担い手の明確化と育成の将来方向 

 将来にわたる地域の水田農業の担い手としてふさわしい者を特定す

ることを目指して認定農業者として認定すべく農業経営改善計画の策

定支援をおこなう。 

 

 



（２）具体的な目標 

①作物の作付けおよび販売の目標 

１）作付け目標 

・水稲 

地域の特性に適した品種、祭り晴・あいちのかおりを中心とした作

付け目標とする。 

                           単位 ha 

作物名 品種名 現 在 の

状況 

平成１９年

度の目標 

平 成 ２ ０ 年

度の目標 

平 成 ２ ２ 年

度の目標 

コシヒカリ 

祭り晴 

あさひの夢 

あいちのかおり 

ミネアサヒ 

もち米 

その他 

 

 
 

  １

７６

  ３

２９

２０

  ５

  ０

 

   ０ 

７６ 

   ３ 

２９ 

２０ 

   ５ 

   ０ 

 

   ０ 

７５ 

   ０ 

２７ 

２０ 

   ５ 

   ０ 

 

   ０ 

７０ 

   ０ 

２５ 

２０ 

   ５ 

   ０ 

 

水稲 

 

 

 

 

 

 

 

     計 １３４ １３３ １２７ １２０ 

 

・転作作物 

 耕作放棄地を未然に防ぎ農地の保全を図るため転作作物や景観形成作物の栽

培を図る。 

 

単位：ha    

作物名 品種名 現在の状況 
平成１９年

度の目標 

平成２０年

度の目標 

平成２２年

度の目標 

転作作物 
（飼料作物等、雑穀） 

 

（野 菜） 

 

（永年性作物） 

 

（景観形成作物） 

 

 

作物の種類、別表参照

（飼料作物等） 

同上（野菜等） 

 

同上（果樹等） 

 

同上（花き等） 

１．９６

４０．４５

４．７５

０．１４

２．００

４０．００

４．５０

１． ００

 

２． ００ 

 

４０．００ 

 

４．５０ 

 

１．２０ 

 

２．００

４０．００

４．００

２．００

計  ４７．３０ ４７．５０ ４７．７０ ４８．００



２）販売目標 

                               単位ｔ 

作物名 品種名 現在の状況
平 成 １ ９ 年

度の目標 

平 成 ２ ０ 年

度の目標 

平 成 ２ ２ 年

度の目標 

水稲 

 

うるち米 

 

５０．０ 

    

５７．０ 

    

５４．０ 

    

５２．０ 

    

 計 ５０．０ ５７．０ ５４．０ ５２．０ 

 

 

②担い手の明確化、育成及び土地利用集積目標 

瀬戸市水田農業ビジョンにおける担い手としては、２ｈａ以上の水

田農業経営を意欲的に取り組む個人又は、５ｈａ以上の水田経営規模

の集落営農組織を基本とするが、基本以下の小規模の者等も営農を拡

大していこうと意欲的に取り組んでいる個人及び集落営農組織につい

ても、担い手の候補として育成する。また、高齢化、兼業化に伴う担

い手の不足が懸念されるが、この展開にあたっては集落、地域農業集

団との連携を密接にする等組織的な活動を推進し団地化を図るととも

に、最も効率のよい担い手に農地を集積（作業委託を含む。）する。 

 

（３）水田農業構造改革交付金（産地づくり対策） 

①交付対象者 

交付金の交付対象は、生産調整達成者であり、かつ、集荷円滑化対

策に係る拠出金（水稲作付がある場合１０ａ当たり１,５００円）を拠

出した農業者に対して、瀬戸市地域水田農業推進協議会から交付する。 

平成 15 年度までのとも補償とは異なり県協議会から地域協議会に交

付された助成金額の範囲内での交付とする。 

 

 

 

 

 



②交付算定単価及び作物の種類 

 （１）交付算定単価 

 飼料作物等、雑穀、野菜        ５千円/１０アール 

永年性作物              ５千円/１０アール 

景観形成作物等           １０千円/１０アール 

調整水田・自己保全管理        ２千円/１０アール 

 （２）作物の種類 

 別表による。 

 

（４）担い手リスト 

 《リストは省略》 


